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令和７ 年度採用　 高等学校　 情報

教科（ 科目） 受験番号

情報

１ 　 次の設問に答えよ 。

（ １ ）「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年３ 月告示）（ 平成３ ０ 年３ 月　 文部科学省）　

第２ 章　 各学科に共通する 各教科　 第１ ０ 節　 情報　 第２ 款　 各科目　 第１ 　 情報Ⅰ　

１ 　 目標」 について，（ ａ ） ～（ ｅ ） に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも

のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ １ 。

　 情報に関する 科学的な見方・ 考え方を 働かせ， 情報技術を 活用し て問題の発見・

解決を 行う 学習活動を 通し て， 問題の発見・ 解決に向けて情報と 情報技術を 適切か

つ効果的に活用し ， 情報社会に（ 　 ａ 　 ） に参画する ための資質・ 能力を次のと お

り 育成する こ と を 目指す。

（ 1） 効果的な（ 　 ｂ 　 ） の実現， コ ンピ ュ ータ やデータ の活用について理解を 深

め技能を 習得する と と も に， 情報社会と （ 　 ｃ 　 ） と の関わり について理解を

深める よ う にする 。

（ 2） 様々な事象を 情報と その（ 　 ｄ 　 ） と し て捉え， 問題の発見・ 解決に向けて

情報と 情報技術を適切かつ効果的に活用する 力を 養う 。

（ 3） 情報と 情報技術を 適切に活用する と と も に， 情報社会に（ 　 ａ 　 ） に参画す

る （ 　 ｅ 　 ） を 養う 。

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

① 積極的 情報収集 文化 結び付き 態度

② 主体的 コ ミ ュ ニケーショ ン 人 結び付き 態度

③ 積極的 コ ミ ュ ニケーショ ン 文化 活用方法 資質・ 能力

④ 自主的 プロ グラ ミ ン グ 人 活用方法 態度

⑤ 主体的 プロ グラ ミ ン グ 文化 表現方法 資質・ 能力

⑥ 自主的 情報収集 人 表現方法 資質・ 能力
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（ ２ ）「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年３ 月告示）（ 平成３ ０ 年３ 月　 文部科学省）　

第２ 章　 各学科に共通する 各教科　 第１ ０ 節　 情報　 第２ 款　 各科目　 第２ 　 情報Ⅱ　

２ 　 内容　（ １ ） 情報社会の進展と 情報技術」 について，（ ａ ） ～（ ｅ ） に当てはま る

語句の組合せと し て 最も 適切な も のを， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は

１ ２ 。

　 情報技術の発展によ る （ 　 ａ 　 ） への影響に着目し ， 情報社会の進展と 情報技術

と の関係を 歴史的に捉え， 将来の情報技術を 展望する 活動を 通し て， 次の事項を 身

に付ける こ と ができ る よ う 指導する 。

ア　 次のよ う な知識を 身に付ける こ と 。

（ ｱ） 情報技術の発展の歴史を 踏ま え， 情報社会の進展について理解する こ と 。

（ ｲ） 情報技術の発展によ る コ ミ ュ ニケーショ ンの多様化について理解する こ と 。

（ ｳ） 情報技術の発展によ る 人の（ 　 ｂ 　 ） への影響について理解する こ と 。

イ 　 次のよ う な思考力， 判断力， 表現力等を 身に付ける こ と 。

（ ｱ） 情報技術の発展や情報社会の進展を踏ま え ， 将来の情報技術と 情報社会の在

り 方について考察する こ と 。

（ ｲ） コ ミ ュ ニケーショ ン が多様化する 社会における （ 　 ｃ 　 ） の創造と 活用の意

義について考察する こ と 。

（ ｳ） 人の（ 　 ｂ 　 ） が変化する 社会における （ 　 ｄ 　 ） の創造や（ 　 ｅ 　 ） の意

義について考察する こ と 。

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

① 産業 社会生活 知的財産 文明 情報資産

② 産業 知的活動 文化 文明 新たな価値

③ 人類 社会生活 コ ンテン ツ 情報シス テム 情報資産

④ 人や社会 知的活動 コ ンテン ツ 情報シス テム データ 活用

⑤ 人や社会 想像力 知的財産 新たな概念 データ 活用

⑥ 人類 想像力 文化 新たな概念 新たな価値
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（ ３ ） 著作権（ 財産権） の例外規定に関する 説明と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の

中から 一つ選べ。 解答番号は１ ３ 。

①　 家庭内で使用する のであれば， 私的およ び仕事の目的で使用する ために， 著作物

を 複製でき る 。

②　 公立図書館など 政令で定めら れた図書館で， 営利目的でない場合， 著作物の全部

ま たは一部分を 一人につき １ 部のみ複製でき る 。

③　 営利を 目的と せず， 観客から 料金を 取ら ない場合でも ， 公表さ れた著作物を 上演

する 場合は， 著作権者の了承を得る 必要がある 。

④　 入学試験など の問題と し て著作物を 複製でき る 。 し かし ， イ ン タ ーネッ ト など を

使用し て試験を 行う 際には著作権者の了承を 得る 必要がある 。

⑤　 学校教育の目的上必要と 認めら れる 限度で学校教育番組において著作物を 放送す

る こ と ができ る 。

（ ４ ） 情報デザイ ン に関する 説明と し て最も 適切なも のを ，次の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ４ 。

①　 情報を 適切にデザイ ン する ためには， 作者の感性を 最大限に発揮し ， 作者の満足

のいく 作品を 制作する こ と が重要と なる 。

②　 ス ラ イ ド やＷｅ ｂ ページなど を 作成する 際には， 文字色や背景色を 工夫し ， 視覚

的に強く 訴える こ と が必要である 。 背景に対し て文字の発色が際立つよ う に同系色

にする と よ い。

③　 伝えたい情報を 抽象化し ， 単純な構図と 明瞭な二色で表さ れた視覚記号を ピ ク ト

グラ ム と いう 。 絵文字， 絵単語， 図記号など があり ， 使用する 言語に関わら ず， 誰

にでも その意味がわかり やすいよ う に工夫さ れている 。

④　 収集し たデータ を グラ フ や表など にま と めて視覚的に表現し， その特徴や傾向を

把握し やすく する こ と を 情報の可視化と いう 。 情報を グラ フ で可視化する こ と によ

り ， データ そのも のが見えなく なっ てし ま う ので， こ の場合はデータ そのも のを 一

緒に示すこ と が必要である 。

⑤　 ある 「 も の」 に対し て，私たちが実行可能な操作や行為を シグニフ ァ イ アと いう 。
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（ ５ ） データ の活用に関する 説明と し て最も 適切なも のを ，次の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ５ 。

①　 広く 多く の人が利用でき る よ う に公開さ れたデータ を オープン データ と いう 。 近

年， 情報機器やネッ ト ワ ーク の発達によ り ， 多く のデータ がオープン データ と し て

公開さ れる よ う になっ た。

②　 外れ値と は， 一部の測定値がほかの測定値から 大き く 異なっ た特徴を 示し ている

も のを 指す。 測定値が， 外れ値と 判断さ れた場合は統計処理など の対象から 必ず除

外する 。

③　 欠損値と は， 一時的な停電や観測機器の故障など でデータ が取得でき なかっ たも

のを 指す。 欠損値が生じ た場合は， 欠損値の前後のデータ を 使用し て推定する こ と

で， 欠損値の影響を 完全に排除でき る 。

④　 外れ値を取り 除く など ， データ の品質を 高める 処理をデータ マイ ニン グと いう 。

⑤　 テキス ト マイ ニン グは， 文章を 解析し て単語や文節など の要素を 取り 出し ， こ れ

ら の出現頻度や関係性など から 情報を 読み解く 技術である。 テキス ト マイ ニン グに

よ り ， 文章の集約を する こ と ができ る 。 近年， 活用が盛んになっ てき たＡ Ｉ と の組

合せが待たれる が， 現状では使用し ている 例はない。

（ ６ ） データ ベース に関する 説明と し て最も 適切なも のを ，次の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ６ 。

①　 階層型データ ベース は，現在の主流と なっている データ ベース である 。個々のデー

タ 同士のつながり が階層構造と なっている 。

②　 ネッ ト ワ ーク 型データ ベース は， 個々のデータ 同士のつな がり が網目のよ う に

なっている 。 初期のデータ ベース によ く 利用さ れていた。

③　 リ レ ーショ ナルデータ ベース は， 一つの二次元の表から 構成さ れる データ ベース

で， データ の扱いや操作が分かり やすい。

④　 リ レ ーショ ナルデータ ベース の操作には， 表に対し て「 結合」「 選択」「 射影」 と

いう 三つの関係演算で操作する こ と ができ る 。 こ れら の演算で操作さ れた表を「 仮

想表」 と 呼んでいる 。

⑤　 現在のイ ン タ ーネッ ト 環境では， データ ベース は， 通常ク ラ イ アン ト マシン 上で

稼働さ せ， Ｗｅ ｂ サーバやアプリ ケーショ ン と 連携し て使用さ れる こ と が多い。
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（ ７ ） データ 容量 700 Ｍバイ ト （ １ Ｋ バイ ト ＝ 1024 バイ ト ，１ Ｍバイ ト ＝ 1024 Ｋ バイ ト ）

のデータ Ｃ Ｄ に保存でき る 音声データ の時間と し て正し いも のを， 次の①～⑤の中か

ら 一つ選べ。 選択肢は分単位で示さ れていて， 小数点以下は切り 捨てている 。 なお，

音声データ の形式は， １ 秒間に 44,100 回の標本化（ サン プリ ン グ ） を 行い， 量子化

ビ ッ ト 数は１ ６ ビ ッ ト ， ス テレ オ方式（ ２ チャ ネル） の w ave フ ァ イ ルで， ヘッ ダ部

分は考慮し ないも のと する 。 解答番号は１ ７ 。

①　 138 分　 　 　 ②　 122 分　 　 　 ③　 69 分　 　 　 ④　 66 分　 　 　 ⑤　 64 分

（ ８ ） 問題の本質的な部分だけを残し て問題を単純化・ 抽象化する こ と をモデル化と いう 。

モデル化の名称と 説明およ び例の組合せが正し いも のを， 次の①～⑥の中から 一つ選

べ。 解答番号は１ ８ 。

名称 説明 例

① 物理モデル 実物を 模し たモデル
モデルルーム， 分子模型，

ミ ニカー

② 論理モデル
変動する 要素がなく ， 結果が一つに

定ま る モデル

数式モデル， 路線図， 試合

のト ーナメ ン ト 表

③ 静的モデル 現象や手続き など を 表現し たモデル 落下する 物体の運動

④ 動的モデル
時間の経過がほかの要素に影響を 与

える モデル
サイ コ ロ の出る 目の数

⑤ 確定的モデル
時間の経過がほかの要素に影響を 与

えないモデル

等速度で走る 車の時間と 移

動距離

⑥ 確率的モデル
変動する 要素があり ， 結果が一つに

なら ないモデル
円の半径と 面積の関係
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（ ９ ） 設備に関わる セキュ リ ティ 管理に関する 説明と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤

の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ９ 。

①　 重要な情報が存在する 場所は， セキュ リ ティ 対策と し て， 境界を 明確に設け， 不

特定多数の人が入れないよ う にする 。 こ のよ う な区画を 分ける こ と を パーティ ショ

ニングと いう 。

②　 職場等の中でサーバを 運用する 場合， サーバの設置さ れる 場所のセキュ リ ティ レ

ベルは中程度でよ い。 理由と し ては， サーバはコ ン ピ ュ ータ の管理技術を 持っ た特

定の人し か操作でき ないので， 仮に部外者が操作し よ う と し ても ， 容易に操作でき

ないためである 。

③　 職場等の中で，外部の人が出入り でき る 場所（ 受付，客室や商談室など ） のセキュ

リ ティ は厳重に管理する 必要がある 。

④　 職場等の中で， 場所ごと にセキュ リ ティ レ ベルを 決め， レ ベルごと に対策内容を

設定する 場合， 人によ り アク セス でき る 場所を 定める こ と が基本と なる 。 こ の方法

を 確実に実現する ために， 個人ごと にＩ Ｄ カ ード 等を 持たせる 方法がよ く 使用さ れ

る 。

⑤　 セキ ュ リ テ ィ エリ ア の入り 口にはセキ ュ リ テ ィ チェ ッ ク を 行う ためのセキ ュ リ

ティ ゲート を 設置する と 管理がし やすい。 セキュ リ ティ ゲート で用いら れる セキュ

リ ティ チェ ッ ク の手法と し て， Ｉ Ｄ カ ード のチェ ッ ク ， 暗証番号での認証， 指紋・

静脈・ 顔など の生体認証が有効な方法と し て知ら れている 。 かつてよ く 使用さ れて

いた有人受付は， 信頼度が低いためセキュ リ ティ チェ ッ ク には適さ ない。
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（ １ ０ ） データ サイ エン ス に使用さ れる ク ラ ス タ リ ン グに関する 説明と し て最も 適切なも

のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ０ 。

①　 ク ラ ス タ リ ン グは， 入力のデータ 集合のみを も と にそれら のパタ ーン や構造を 学

習する 教師あり 学習手法の一つである 。

②　 入力のデータ 集合について類似し たデータ でグループ分けを 行い， こ のグループ

のこ と を ク ラ ス タ と 呼ぶ。 データ 間の類似性はデータ 間の距離で定義さ れ， ク ラ ス

タ リ ン グでは距離が近し いデータ ど う し をま と めてク ラ ス タ を形成する 。

③　 階層化ク ラ ス タ リ ン グでは， データ 集合の各データ が１ つのク ラ ス タ である 状態

から 始めて， 各ク ラ ス タ 間の距離を 計算し ておく 。 最も 距離が近し いク ラ ス タ を 併

合し ， 新し く なっ たク ラ ス タ 間の距離を 更新する こ と を 繰り 返す。 最終的に， あら

かじ め定めた個数のク ラ ス タ になったら ク ラ ス タ リ ン グは終了と なる 。

④　 階層化ク ラ ス タ リ ン グのク ラ ス タ の併合過程は， デン ド ロ グラ ム と 呼ばれる 図で

表わさ れる 。 デンド ロ グラ ム は，ク ラ ス タ の併合過程を木構造で表し たも のである 。

木の葉に当たる も のは， ク ラ ス タ を 表し ， 木の枝の長さ はク ラ ス タ 間の距離を 示す。

⑤　 K-m eans 法は， あ ら かじ め与えら れた数のク ラ ス タ にデータ の集合を 分割する 。

ク ラ ス タ の数だけク ラ ス タ ごと に初期の中心点を ラ ン ダム に選択する。 初期の中心

点がど のよ う に選択さ れても ， 最終的な結果は同一と なる 。
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２ 　 次の疑似プロ グラ ミ ン グ言語（ Ｄ Ｎ Ｃ Ｌ ） で書かれたプロ グラ ム は， 入力さ れ

た値が配列 data 内（ 添え字は０ ，１ ，２ ，…のよ う に付さ れる ） のど こ にある か（ 添

え字の値で示す） を さ がし ， その位置を 表示する 。 なお， 配列内のデータ は整列

さ れている も のと する 。（ １ ） ～（ ５ ） の問いに答えよ 。

（ 01）　 　 data ← ｛ 検索対象のデータ 列｝ ……昇順に整列済み， 添え字は０ から 始ま る  

（ 02）　 　 n ← 配列の大き さ

（ 03）　 　 s ← 【 検索対象のデータ の入力】

（ 04）　 　 p ← 0

（ 05）　 　 q ← n － 1 

（ 06）　 　 p ≦ q の間 

（ 07）　 　   　 r ← （ 　 ａ 　 ）

（ 08）　 　 　 　 も し  data［ r］ =  s なら ば

（ 09）　 　 　 　   　 繰返し を終了する

（ 10）　 　 　 　 を 実行する

（ 11）　 　 　 　 も し （ 　 ｂ 　 ） なら ば 

（ 12）　 　 　 　   　 q ← r － 1

（ 13）　 　 　 　 を 実行し ， も し そう でなければ

（ 14）　 　 　 　   　 p ← r +  1

（ 15）　 　 　 　 を 実行する

（ 16）　 　 を 繰り 返す

（ 17）　 　 も し  （ 　 ｃ 　 ） なら ば

（ 18）　 　   　「 データ は見つかり ま せんでし た。」 を 表示

（ 19）　 　 を 実行し ， も し そう でなければ

（ 20）　 　   　「 データ は添え字の」 と s と 「 の位置に見つかり ま し た。」 を表示

（ 21）　 　 を 実行する
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（ １ ） プロ グ ラ ム 中の（ ａ ） ～（ ｃ ） に入る 文の組合せと し て 最も 適切な も のを， 次の 

①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ １ 。

ａ ｂ ｃ

① p* q ÷ 2 data［ r］ >  s p ＝ q

② q － p data［ r］ ≦ s p <  q

③ （ p +  q） ÷ 2 data［ r］ >  s p <  q

④ p* q ÷ 2 data［ r］ ≦ s p >  q

⑤ （ p +  q） ÷ 2 data［ r］ >  s p >  q

（ ２ ）配列 data のデータ 数が n 個だっ た場合，こ のプロ グラ ムにおける 平均探索回数（（ 08）

行の実行回数） と し て正し いも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 なお，［ ］ は［ ］

内の式の値を超えない最大の整数値を 求める こ と を示す。 解答番号は２ ２ 。

①　 n　 　 　 ②　 n
2　 　 　 ③　［ log2 n］　 　 　 ④　［ log 2 n］ +  1　 　 　 ⑤　（ n +  1） / 2 

（ ３ ）配列 data のデータ 数が n 個だっ た場合，こ のプロ グラ ム における 最大探索回数（（ 08）

行の実行回数） と し て正し いも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 なお，［ ］ は［ ］

内の式の値を超えない最大の整数値を求める こ と を示す。 解答番号は２ ３ 。

①　 n　 　 　 ②　 n2　 　 　 ③　［ log2 n］　 　 　 ④　［ log 2 n］ +  1　 　 　 ⑤　（ n +  1） / 2 

（ ４ ） 配列 data に格納さ れている データ が次のよ う になっ ていて，（ 03） 行において入力

さ れた値が 25 であっ た場合，プロ グラ ム 中の（ 08） 行の実行回数と し て正し いも のを，

次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

data ← {11, 14, 18, 21, 25, 27, 30, 35, 37, 40}

①　 １ 　 　 　 ②　 ２ 　 　 　 ③　 ３ 　 　 　 ④　 ４ 　 　 　 ⑤　 ５
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（ ５ ） 配列 data に格納さ れている データ が次のよ う になっ ていて，（ 03） 行において入力

さ れた値が 20 であっ た場合，プロ グラ ム 中の（ 08） 行の実行回数と し て正し いも のを，

次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ５ 。

data ← {11, 14, 18, 21, 25, 27, 30, 35, 37, 40}

①　 １ 　 　 　 ②　 ２ 　 　 　 ③　 ３ 　 　 　 ④　 ４ 　 　 　 ⑤　 ５
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３ 　 図１ のよ う なイ ン タ ーネッ ト に接続さ れた情報シス テム を 構築し た。 サーバ類

と し ては， 認証サーバ（ ク ラ イ ア ン ト がこ のネッ ト ワ ーク シス テム を 利用する た

めの認証を 取る ためのサーバ）， フ ァ イ ルサーバ， プリ ン ト サーバ， Ｗｅ ｂ サーバ，

Ｄ Ｎ Ｓ サーバ， プロ キシサーバ， 組織内部でのみ使用する データ ベース サーバを

設置する 。 さ ら にセキ ュ リ テ ィ を 高く する ためにＤ ＭＺ （ 非武装地帯） を 設け，

必要最小限のサーバのみを Ｄ ＭＺ に配置し た。（ １ ） ～（ ５ ） の問いに答えよ 。

【 イ ンタ ーネッ ト に接続さ れた情報シス テム の構成図】

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

（ ａ ）

イ ンタ ーネッ ト

ス イ ッ チングハブ

ス イ ッ チングハブ

サーバ類
サーバ類 ク ラ イ アン ト マシン

Ｄ ＭＺ

組織内部のネッ ト ワ ーク

図１ 　 イ ンタ ーネッ ト に接続さ れた情報シス テム

【 構築する データ ベース について】

　 今回構築する 情報シ ス テ ム はＡ 高校内で使用する も のと し， 内部でのみ使用する

データ ベース は， 生徒の情報を 管理する こ と と し た。 図２ は， こ のデータ ベース の 

一部である 図書貸出管理データ ベース の部分である。 なお， 背景に網掛けがし てある

項目は主キーである 。 下線が引いてある 項目は外部キーである 。

生徒マス タ

生徒 No 氏名 生年月日 入学年月日 郵便番号 住所 電話 メ ール

図書マス タ  著者マス タ

書籍コ ード ISBN 登録日 著者コ ード 著者名

書籍マス タ  分類マス タ

ISBN 書籍名 著者コ ード 分類コ ード 分類コ ード 分類名

貸出表

生徒 No 書籍コ ード 貸出日 貸出期間 延滞日数

図２ 　 図書貸出管理データ ベース

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ １ ） 図１ の（ ａ ） に当てはま る 装置と し て最も 適切なも のを，次の①～⑤から 一つ選べ。  

解答番号は２ ６ 。

①　 ゲート ウ ェ イ

②　 ス イ ッ チン グハブ

③　 ブリ ッ ジ

④　 ルータ （ フ ァ イ アウ ォ ール機能有り ）

⑤　 ルータ （ フ ァ イ アウ ォ ール機能無し ）

（ ２ ） 問題文の下線を 付し たサーバはＤ ＭＺ と 組織内部のネッ ト ワ ーク のいずれに配置す

べき か。 組合せと し て 最も 適切な も のを ， 次の①～⑤から 一つ選べ。 解答番号は

２ ７ 。

Ｄ ＭＺ に配置
組織内部の

ネッ ト ワ ーク に配置
どちら でも よ い

①

Ｗｅ ｂ サーバ

ＤＮＳ サーバ

プロ キシサーバ

認証サーバ

ファ イ ルサーバ

プリ ント サーバ

データ ベースサーバ

②

認証サーバ

ＤＮＳ サーバ

プロ キシサーバ

ファ イ ルサーバ

プリ ント サーバ

データ ベースサーバ

Ｗｅ ｂ サーバ

③ ＤＮＳ サーバ

ファ イ ルサーバ

プリ ント サーバ

Ｗｅ ｂ サーバ

データ ベースサーバ

認証サーバ

プロ キシサーバ

④

Ｗｅ ｂ サーバ

ＤＮＳ サーバ

プロ キシサーバ

データ ベースサーバ

認証サーバ

プリ ント サーバ
ファ イ ルサーバ

⑤

認証サーバ

ファ イ ルサーバ

プリ ント サーバ

Ｗｅ ｂ サーバ

ＤＮＳ サーバ

プロ キシサーバ

データ ベースサーバ



－ 13 －

（ ３ ） 図１ のネッ ト ワ ーク を 運用し てし ばら く たっ たと き に， こ の組織が所有する Ｗｅ ｂ  

サーバ上で運用さ れていたＷｅ ｂ サイ ト へのアク セス が短時間のう ちに急激に増え，

瞬く 間にＷｅ ｂ サイ ト へのアク セス ができ ない状態になっ てし ま っ た。 こ のと き に発

生し て いたと 考え ら れる 現象と し て 最も 適切な も のを， 次の①～⑤から 一つ選べ。  

解答番号は２ ８ 。

①　 Ｄ ｏ Ｓ 攻撃（ ま たはＤ Ｄ ｏ Ｓ 攻撃）がＷｅ ｂ サーバに対し て行われた。 Ｗｅ ｂ サー

バがリ ク エス ト に応えら れなく なってし ま っ た。

②　 Ｗｅ ｂ サーバの処理能力を 許可なく 勝手に使用する ク リ プト ジャ ッ キン グの被害

を 受けた。

③　 いつの間にかＷｅ ｂ サーバに侵入し ていたボッ ト が外部から の指令に応じ て活動

を 開始し た。

④　 マルウ ェ アの一種である ト ロ イ の木馬型のコ ン ピ ュ ータ ウ ィ ルス が侵入し， 発症

し てし ま った。

⑤　 マルウ ェ ア の一種であ る ラ ン サム ウ ェ ア がＷｅ ｂ サーバに侵入し， 発症し て し

ま った。
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（ ４ ） 構築し たネッ ト ワ ーク シス テム では， 当初は， すべての機器に固定Ｉ Ｐ アド レ ス を

割り 振っ ていたが， ク ラ イ アン ト マシン の入替の頻度が上がる など し てき たため， ク

ラ イ アン ト マシン へのＩ Ｐ アド レ ス の割り 振り を 自動化する こ と にし た。 その作業内

容と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤から 一つ選べ。 解答番号は２ ９ 。

①　 こ のネッ ト ワ ーク シス テム に接続さ れている すべての地置のＩ Ｐ アド レ ス の割り

振り を Ｄ Ｈ Ｃ Ｐ で行う こ と と し ，（ ａ ） の地置上でＤ Ｈ Ｃ Ｐ サーバ機能を 持つプロ

グラ ム を 稼働さ せる 。

②　 こ のネッ ト ワ ーク シス テム に接続さ れている すべての地置のＩ Ｐ アド レ ス の割り

振り を Ｄ Ｈ Ｃ Ｐ で行う こ と と し ， Ｄ Ｈ Ｃ Ｐ サーバを Ｄ ＭＺ およ び組織内部のネッ ト

ワ ーク に増設する 。

③　 サーバ類やネッ ト ワ ーク 機器のＩ Ｐ アド レ ス は固定Ｉ Ｐ アド レ ス のま ま と し， ク

ラ イ アン ト マシン のＩ Ｐ アド レ ス 等の割当てはＤ Ｈ Ｃ Ｐ で行う こ と と し， Ｄ Ｈ Ｃ Ｐ

サーバを Ｄ ＭＺ に増設する 。

④　 サーバ類やネッ ト ワ ーク 機器のＩ Ｐ アド レ ス は固定Ｉ Ｐ アド レ ス のま ま と し， ク

ラ イ アン ト マシン のＩ Ｐ アド レ ス 等の割当てはＤ Ｈ Ｃ Ｐ で行う こ と と する。 Ｄ Ｈ Ｃ

Ｐ サーバを組織内部のネッ ト ワ ーク に増設する 。

⑤　 サーバ類やネッ ト ワ ーク 機器のＩ Ｐ アド レ ス は固定Ｉ Ｐ アド レ ス のま ま と し， ク

ラ イ アン ト マシン のＩ Ｐ アド レ ス 等の割当てはＤ Ｈ Ｃ Ｐ で行う こ と と する。 無線Ｌ

Ａ Ｎ（ Ｗｉ －Ｆ ｉ ） のアク セス ポイ ン ト はＤ Ｈ Ｃ Ｐ 機能を 持つも のが多いので，（ ａ ）

の地置と し て無線Ｌ Ａ Ｎ（ Ｗｉ －Ｆ ｉ ） のアク セス ポイ ン ト を導入し ，Ｄ ＨＣ Ｐ サー

バの機能は組織内部のネッ ト ワ ーク にだけ提供する 。
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（ ５ ） 図２ のデータ ベース を 利用し て図書の貸出の管理の一環と し て， 延滞状態になっ た

生徒には督促状を メ ールで送る こ と と し たい。 データ ベース は， 毎日決めら れた時間

に自動的に更新さ れ， 以下のよ う な処理が行われている 。

・ 延滞状態になる と 「 貸出表」 の「 延滞日数」 が毎日カウ ント アッ プさ れる 。

・「 延滞日数」 の初期値は０ と する 。

・ 督促状は１ 週間毎（ 延滞１ 日目， ８ 日目， １ ５ 日目， …） に送る こ と と する 。

　 こ のと き その日の対象と なる 生徒の「 氏名」，「 メ ール」，貸出し ている 「 書籍名」，「 延

滞日数」 を 求め，「 延滞日数」 の降順で表示する Ｓ Ｑ Ｌ 文と し て適切なも のを ， 次の

①～⑤から 一つ選べ。 なお， 関数 M OD（ Ａ ， Ｂ ） はＡ ／Ｂ の剰余を 求め， ま た， 関

数 INT（ Ａ ） はＡ の小数点以下を 切捨てる も のである 。 解答番号は３ ０ 。

①　 SELECT  生徒マス タ .氏名， 生徒マス タ .メ ール， 書籍マス タ .書籍名，

　 　 　 　 　 　  貸出表 .延滞日数

　 　 　 　 　  FROM  生徒マス タ ， 図書マス タ ， 書籍マス タ ， 貸出表

　 　 　 　 　 　 　  WHERE 貸出表 .生徒 No =  生徒マス タ .生徒 No A ND 貸出表 .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   書籍コ ード  =  図書マス タ .書籍コ ード  A ND 図書マス タ .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ISBN =  書籍マスタ .ISBN AND MOD（ 貸出表.延滞日数，７ ） =  ０

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ORDER BY  出表 .延滞日数　 DESC

②　 SELECT  生徒マス タ .氏名， 生徒マス タ .メ ール， 書籍マス タ .書籍名，

　 　 　 　 　 　  貸出表 .延滞日数

　 　 　 　 　  FROM  生徒マス タ ， 図書マス タ ， 書籍マス タ ， 貸出表

　 　 　 　 　 　 　  WHERE 貸出表 .生徒 No =  生徒マス タ .生徒 No A ND 貸出表 .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   書籍コ ード  =  図書マス タ .書籍コ ード  A ND 図書マス タ .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ISBN =  書籍マスタ .ISBN AND MOD（ 貸出表.延滞日数，７ ） =  ０

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ORDER BY  貸出表 .延滞日数 A SC

③　 SELECT  生徒マス タ .氏名， 生徒マス タ .メ ール， 書籍マス タ .書籍名，

　 　 　 　 　 　  貸出表 .延滞日数

　 　 　 　 　  FROM  生徒マス タ ， 図書マス タ ， 書籍マス タ ， 貸出表 

　 　 　 　 　 　 　  WHERE 貸出表 .生徒 No =  生徒マス タ .生徒 No A ND 貸出表 .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   書籍コ ード = 図書マス タ .書籍コ ード  A ND 図書マス タ .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ISBN =  書籍マスタ.ISBN AND MOD（ 貸出表.延滞日数，７ ） =  １

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ORDER BY  貸出表 .延滞日数 No DESC
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④　 SELECT  生徒マス タ .氏名， 生徒マス タ .メ ール， 書籍マス タ .書籍名，

　 　 　 　 　 　  貸出表 .延滞日数

　 　 　 　 　  FROM  生徒マス タ ， 図書マス タ ， 書籍マス タ ， 貸出表 

　 　 　 　 　 　 　  WHERE 貸出表 .生徒 No =  生徒マス タ .生徒 No A ND 貸出表 .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   書籍コ ード  =  図書マス タ .書籍コ ード  A ND 図書マス タ .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ISBN =  書籍マスタ .ISBN AND MOD（ 貸出表.延滞日数，７ ） =  １

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ORDER BY  貸出表 .延滞日数 A SC 

⑤　 SELECT  生徒マス タ .氏名， 生徒マス タ .メ ール， 書籍マス タ .書籍名，

　 　 　 　 　 　  貸出表 .延滞日数 

　 　 　 　 　  FROM  生徒マス タ ， 図書マス タ ， 書籍マス タ ， 貸出表 

　 　 　 　 　 　 　  WHERE 貸出表 .生徒 No =  生徒マス タ .生徒 No A ND 貸出表 .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   書籍コ ード  =  図書マス タ .書籍コ ード  A ND 図書マス タ .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ISBN =  書籍マスタ .ISBN AND INT（ 貸出表.延滞日数/７ ） =  １

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ORDER BY  貸出表 .延滞日数 DESC


